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漁業就業者令和３年度

～過去最多の昨年と同数７６人～

－ 103% 104% 103%

区分 水産業 参　考
合　計

年度

令和３年度 76 47 29 （6） 280 113 469

林　業小計 自営 雇用 （女性） 農　業

237 94 402

290 102 468

19 （4）

－ － 1,280 498 2,135

実　績 367 248 119

達成率 103% － －

（6）

が
全
般
的
に
低
調
で
あ
っ
た
こ
と
等

が
報
告
さ
れ
た
。
多
額
の
償
却
と
貸

倒
引
当
に
加
え
経
済
事
業
が
低
調

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
期
利
益
は

９
千
万
円
超
の
赤
字
を
計
上
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
９
日
に
第

１
回
支
店
長
会
議
を
実
施
し
、
以
降

に
令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
。

　
１
６
日
に
は
第
２
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。

　
第
１
号
議
案
「
組
合
員
の
異
動
に
つ

い
て
」
、
第
２
号
議
案
「
令
和
４
年

度
・
余
裕
金
の
運
用
方
針
及
び
運
用

方
法
に
つ
い
て
」
、 

第
３
号
議
案
「
第

２
０
事
業
年
度(

令
和
３
年
度)

・
業

務
報
告
書
及
び
附
属
明
細
書
に
つ
い

て
」
、
第
４
号
議
案
「
公
共
事
業
用
地

の
取
得
に
伴
う
土
地
の
売
却
に
つ
い

て
（
大
分
支
店
）
」
及
び
第
５
号
議
案

「
増
資
に
つ
い
て
」
の
５
議
案
を
上
程

し
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　
第
５
号
議
案
で
は
、
４
月
の
報
酬

か
ら
定
額
を
増
資
し
て
い
る
理
事
に

加
え
、
監
事
も
５
月
か
ら
取
り
組
み

を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
、
役
員
に

よ
る
増
資
の
取
り
組
み
が
正
式
に
決

ま
っ
た
。
運
営
委
員
へ
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
６
月
１
日
に
予
定
し
て
い
る
運

営
委
員
長
会
で
説
明
す
る
方
針
。

　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
等
を
含
む

総
会
提
出
議
案
は
、
６
月
１
日
の
第

３
回
理
事
会
で
審
議
す
る
。

平成30年度 71 52 19 （0） 248 105 424

平成29年度 71 48 23 （6）

（21） 1,312 519 2,198

目　標 357 －
５年間
合　計

　
６
日
、
令
和
４
年
度
の
第
１
回
理

事
会
を
開
催
し
た
。

　
冒
頭
、
中
根
組
合
長
は
「
昨
年
度

は
厳
し
い
決
算
状
況
で
あ
り
、
今
後

は
役
職
員
全
員
で
努
力
し
て
行
き
た

い
。
一
方
、
１
月
２
２
日
発
生
の
地
震

対
策
と
し
て
行
政
の
支
援
が
得
ら
れ

る
こ
と
、
４
月
２
９
日
付
け
で
山
本

前
組
合
長
の
叙
勲
が
決
ま
っ
た
こ
と

な
ど
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
る
」
と
挨

拶
し
た
。

　
第
１
号
議
案
「
組
合
員
の
異
動
に
つ

い
て
」
、
第
２
号
議
案
「
令
和
４
年
度
・

補
助
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
、
第

３
号
議
案
「
令
和
４
年
度
・
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
つ
い

て
」
、
第
４
号
議
案
「
令
和
４
年
度
・

内
部
検
査
実
施
計
画
に
つ
い
て
」
、
第

５
号
議
案
「
令
和
４
年
３
月
末
資
産

自
己
査
定
及
び
資
産
自
己
査
定
に

基
づ
く
貸
倒
引
当
金
計
上
に
つ
い

て
」
、
第
６
号
議
案
「
第
２
０
事
業
年

度(

令
和
３
年
度)

決
算
概
要
に
つ
い

て
」
及
び
第
７
号
議
案
「
令
和
３
年
度

　

多
額
の
償
却
や
新
た
な
引
当
が
発
生

　

コ
ロ
ナ
禍
に
燃
油
高
騰
も
重
な
り

　

令
和
３
年
度
は
厳
し
い
決
算
状
況

第
１
回
・
第
２
回
理
事
会
を
開
催

257 105 435

令和２年度 76 47 29

・
常
例
検
査
改
善
状
況
報
告
書
の
提

出
に
つ
い
て
」
の
７
議
案
を
上
程
し
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
「
余
裕
金
の
運
用
状
況
報
告

に
つ
い
て
」
及
び
「
令
和
３
年
度
下
半

期
・
内
部
検
査
実
施
報
告
に
つ
い
て
」

報
告
し
た
。

　
第
５
号
議
案
で
は
、
養
殖
業
者
の

倒
産
に
よ
り
６
千
万
円
を
超
え
る
償

却
が
発
生
し
た
こ
と
、
ま
た
、
４
千

万
円
を
超
え
る
新
た
な
貸
倒
引
当

が
必
要
と
な
っ
た
地
区
が
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

　
第
６
号
議
案
で
は
、
地
区
別
、
事

業
別
の
決
算
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

燃
油
の
急
激
な
高
騰
に
対
し
て
価
格

の
据
え
置
き
を
行
っ
た
こ
と
等
か
ら

購
買
事
業
で
利
益
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
操
業
を

控
え
る
組
合
員
も
お
り
、
経
済
事
業

令和元年度 73 54

　
県
は
１
１
日
、
令
和
３
年
度
に
お
け
る
農
林
水
産
業
の
新

規
就
業
状
況
を
発
表
し
た
。
水
産
業
で
は
過
去
最
多
と

な
っ
た
昨
年
と
同
数
の
７
６
人
が
就
業
し
た
ほ
か
、
林
業
で

も
過
去
最
多
の
１
１
３
人
、
農
業
は
２
８
０
人
が
就
業
し

た
。
こ
の
結
果
、
農
林
水
産
業
全
体
で
も
「
お
お
い
た
農
山

漁
村
活
性
化
戦
略
２
０
０
５
」
を
策
定
し
て
以
来
最
多
の
４

６
９
人
と
な
っ
た
。

　
水
産
業
に
お
け
る
過
去
５
年
間
の
就
業
実
績
は
３
６
７

名
と
な
り
、
目
標
値
を
３
％
上
回
っ
た
。
こ
の
う
ち
自
営
は

２
４
８
人
（
６
８
％
）
、
女
性
は
２
０
人
（
５
％
）
で
あ
っ
た
。

http://www.jf-oita.or.jp/
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　標記の会議が１２日、福岡県水産会館で開催された。
　冒頭、全漁連の岸会長は「昨年度の漁業環境は経験のない
厳しいものであり、コロナの長期化で魚価が低迷し、漁協経営
にも大きな影響があった」等と挨拶した。

全漁連　岸会長

～宮崎県漁業共済組合長～　

（漁連部会長） 宇戸田定信 氏

～宮崎県漁連会長～　

副 会 長 （信漁連部会長） 久保田　正 氏

～九州信漁連経営管理委員会会長～　

監 事 （共済部会長） 矢部　廣一 氏

（2）

　
右
に
掲
載
し
た
福
岡
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
の
終
了
後
、
同
会
場
に
お
い
て
九

州
地
区
の
会
長
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
山
本
勇
大
分
県
漁
協
前
組
合
長
の

退
任
に
伴
い
不
在
と
な
っ
て
い
た
漁

連
部
会
の
部
会
長
に
宮
崎
県
漁
連

　
　
会
長
に
宇
戸
田
氏

（
宮
崎
県
漁
連
会
長

）

　
九
州
・
山
口
地
区
漁
協
三
連
会
長
会

2022年度

漁連(漁協)・信漁連会長

福岡ブロック会議開催

の
宇
戸
田
定
信
会
長
が
、
副
部
会
長

に
佐
賀
有
明
海
漁
協
の
西
久
保
敏

組
合
長
が
互
選
さ
れ
た
。
宇
戸
田
氏

は
九
州
・
山
口
地
区
漁
協
三
連
会
長

会
の
会
長
に
、
西
久
保
市
は
同
監
事

に
就
任
し
た
。
な
お
、
三
連
会
長
会

の
副
会
長
は
信
漁
連
部
会
長
の
久
保

田
正
九
州
信
漁
連
経
営
管
理
委
員

会
会
長
が
、
監
事
は
共
済
部
会
長
の

矢
部
廣
一
宮
崎
県
漁
業
共
済
組
合

が
引
き
続
き
勤
め
る
。

　
協
議
事
項
は
、
２
１
年
度
の
決
算

に
つ
い
て
、
２
２
年
度
の
事
業
計
画
及

び
第
６
期
中
期
経
営
計
画
の
見
直

し
、
指
導
賦
課
金
、
監
査
負
担
金
及

び
水
産
物
消
費
拡
大
負
担
金
に
つ
い

て
並
び
に
そ
の
他
通
常
総
会
に
付
議

す
る
事
項
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

原
案
を
了
承
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
４
月
１
３
日
の
「
ア
ル

プ
ス
処
理
水
海
洋
放
出
の
方
針
決
定

に
強
く
抗
議
す
る
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
会
長

声
明
」
に
対
し
て
、
本
年
４
月
５
日
に

萩
生
田
経
産
大
臣
か
ら
政
府
の
考

え
方
が
示
さ
れ
た
と
し
て
、
改
め
て

報
告
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
の
処
分
に
関
す
る
政
府
の
基

本
的
姿
勢
と
し
て
、
①
風
評
影
響
に

つ
い
て
は
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

対
策
を
講
じ
る
、
②
全
国
の
漁
業
関

係
者
を
含
む
関
係
者
の
理
解
を
得

る
、
③
全
国
の
漁
業
者
が
将
来
に
わ

た
り

　
令
和
４
年
度
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
に
関
す
る
事

前
協
議
が
１
７
日
、
県
水
産
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ

た
。
文
科
省
研
究
開
発
局
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
、
三
菱
重
工
業
㈱
、
大
分
県
漁
業

管
理
課
並
び
に
県
漁
協
の
本
店
及
び
関
係
４
支
店

が
出
席
し
た
。

　
大
分
県
の
高
野
審
議
監
、
文
科
省

の
福
井
宇
宙
開
発
利
用
課
長
及
び

大
分
県
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
対
策
委
員

会
の
大
河
会
長
の
挨
拶
の
の
ち
議
事

に
入
っ
た
。

　
議
事
１
「
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
に
つ
い

て
」
で
は
、
令
和
３
年
度
ロ
ケ
ッ
ト
打

ち
上
げ
結
果
に
つ
い
て
、
種
子
島
宇

宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
上
げ
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ

ロ
ケ
ッ
ト
４
４
号
機
及
び
４
５
号
機
、

並
び
に
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所

か
ら
打
上
げ
た
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
Ｓ
‐
５

２
０
‐
３
１
号
機
、
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ

ト
５
号
機
の
合
計
４
機
の
打
上
げ
結

果
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
よ
り
詳
細
に

説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
４
年
度
ロ
ケ

ッ
ト
打
ち
上
げ
計
画
（
上
期
分
）
に
つ

い
て
、
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
か

ら
打
上
げ
計
画
の
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
２

機
並
び
に
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
６
号

機
の
合
計
３
機
の
打
上
げ
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
よ
り
詳
細
に
説
明
が
あ
っ

た
。

　
議
事
２
「
漁
業
対
策
に
つ
い
て
」
で

は
、
種
子
島
周
辺
漁
業
対
策
事
業
の

３
年
度
実
績
及
び
４
年
度
計
画
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
以
上
の
議
事

は
す
べ
て
意
義
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　
な
お
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
状
況

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
よ
り
詳
細
に
説

明
が
あ
り
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
打
上
げ
計
画
が
分
か
り
次

第
、
再
度
２
回
目
の
事
前
協
議
を
行

い
た
い
旨
の
申
し
出
を
了
承
し
た
。

令 和
４年度 定時社員総会

第１回理事会

大分県漁船リース協会

　(一社)大分県漁船リース協会
（岡田敏弘会長）は２４日、令和
４年度の第１回理事会、定時社
員総会を開催した。
　総会では、第１号議案「令和３
年度事業報告及び収支決
算」、第２号議案「令和４年度
事業計画及び収支予算」をい
ずれも承認した。
　令和３年度補正予算にかか
る４年度事業の申込借受者とし
て、杵築支店の小型底びき網
漁業者１名（新船）、保戸島支
店のまぐろはえなわ漁業者２名
（中古船リースバック）を選定し
た。４年度は、２年度補正予算
にかかる一本釣り漁業者（中古
船、６月完成予定）と合わせ４
名にリース予定となる。

ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
事
前
協
議
を
開
催

九州・山口地区漁協三連会長会 安
心
し
て
漁
業
を
継
続
で
き
る
よ
う

超
大
型
の
基
金
を
創
設
す
る
、
の
３

点
が
示
さ
れ
た
。

　
岸
会
長
は
「
原
則
と
し
て
絶
対
反

対
で
あ
る
と
発
言
し
た
」
と
し
つ
つ
、

③
の
超
大
型
の
基
金
に
つ
い
て
は
、

「
風
評
被
害
対
策
基
金
と
は
別
建
て

」
、
「
具
体
的
対
応
方
向
は
生
産
対

策
と
流
通
対
策
」
、
「
規
模
・
期
間
は

処
理
が
完
了
す
る
ま
で
毎
年
積
み

立
て
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
」
と
し
た
い

と
の
案
が
示
さ
れ
た
。
会
員
か
ら
の

追
加
要
望
は
な
か
っ
た
が
、
具
体
的

対
応
方
向
の
中
に
担
い
手
確
保
対
策

を
含
め
る
な
ど
、
当
組
合
か
ら
の
意

見
が
あ
れ
ば
提
案
し
た
い
。

　
最
後
に
、
岸
会
長
か
ら
３
期
９
年

に
亘
り
勤
め
て
き
た
全
漁
連
の
会
長

職
を
退
任
す
る
と
し
て
、
お
礼
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

会 長

監 事 （漁連副部会長） 西久保　敏 氏

～佐賀県有明海漁協組合長～　

九州・山口地区
漁協三連会長会

宇戸田会長
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令
和
４
年
度

通
常
総
会

大
分
県
資
源
管
理
協
議
会

　
　
県
資
源
管
理
協
議
会
（
会
長:

大

屋
寛
県
水
産
振
興
課
長
）
の
令
和
４

年
度
通
常
総
会
が
１
１
日
、
県
水
産

会
館
５
階
研
修
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
第
１
号
議
案
「
令
和
３
年
度
事
業

実
績
及
び
収
支
決
算
」
、
第
２
号
議

案
「
令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
」
及
び
第
３
号
議
案
「
令
和

４
年
度
負
担
金
（
案
）
」
を
い
ず
れ
も

承
認
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
広
域
種
協
議
会
が
中

止
に
な
る
な
ど
、
県
漁
協
の
受
託
実

績
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

か
」
、
「
そ
れ
を
ど
の
様
に
確
認
す
る

の
か
」
な
ど
の
執
拗
な
質
問
が
あ

り
、
審
議
が
一
時
滞
っ
た
。

　
第
２
号
議
案
は
、
６
月
１
日
か
ら

委
員
会
指
示
に
よ
り
「
ま
き
え
船
釣

り
等
」
が
禁
止
さ
れ
る
別
府
湾
南
部

海
域
に
お
い
て
、
告
示
の
た
だ
し
書

き
に
定
め
る
海
域
（
条
件
付
き
ま
き

え
船
釣
り
等
禁
止
区
域
）
で
の
操
業

を
認
め
る
船
舶
を
承
認
す
る
も
の
。

当
初
に
申
請
の
あ
っ
た
３
４
８
件
を

承
認
し
た
。

【注
】漁
業
許
可
を
受
け
た
者
は
、

資
源
管
理
に
関
す
る
自
主
的
な
取

組
の
実
施
状
況
、
漁
獲
量
、
操
業

日
数
、
漁
場
の
区
域
そ
の
他
の
漁
業

生
産
の
実
績
等
を
知
事
に
報
告
す

る
。
（中
型
ま
き
網
漁
業
は
毎
月
、

そ
の
他
の
許
可
は
１
年
間
分
の
月

別
結
果
を
翌
年
の
１
月
３
１
日
ま

で
）▼
１
２
３
号
参
照

（3）

知事許可漁業の制限措置・申請期間・有効期間に異議なし
別府湾南部海域における「まきえ船釣り等」を承認

　
第
１
号
議
案
の
対
象
と
な
る
知
事

許
可
漁
業
と
（
背
景
）
は
、
い
か
棒
受

け
網
漁
業
（
漁
業
者
か
ら
の
要
望
）
、

小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
手
繰
第

２
種
自
家
用
餌
料
び
き
網
漁
業
、
機

船
船
び
き
網
漁
業
、
ご
ち
網
漁
業
、

固
定
式
刺
し
網
漁
業
及
び
押
網
漁

業
（
以
上
、
許
可
の
有
効
期
限
満
了
）

で
あ
り
、
海
区
委
の
意
見
を
聴
き
公

示
さ
れ
る
。
全
て
異
議
の
な
い
旨
答

申
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

　
な
お
、
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業

に
つ
い
て
、
「
操
業
の
実
態
の
な
い
者

に
許
可
し
て
い
る
こ
と
の
是
非
」
が
質

さ
れ
、
操
業
す
る
意
志
を
確
認
し
て

許
可
し
て
い
る
が
、
漁
業
法
改
正
に

よ
り
漁
獲
量
等
の
報
告
義
務
が
生
じ

た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
【注
】
。
ま
た
、
機

船
船
び
き
網
漁
業
の
説
明
に
対
し
、

「
海
底
を
曳
い
た
ら
悪
い
の
か
」
、
「
底

か
ら
何
ミ
リ
空
け
れ
ば
良
い
の

第２２期 第９回 大分海区漁業調整委員会

　
お
仕
事
を
さ
れ

る
な
か
で
、
気
に

な
っ
た
こ
と
や
ご

意
見
、
ご
要
望
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
お
寄
せ

下
さ
い
。
今
年
度

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

https://www.pref.oita.jp/soshiki/15090/

ご活用下さい
水産研究部のホームページ

漁海況情報、赤潮発生情報など
役立つ内容が満載です

水　
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
４
月
１
日
付
で

大
分
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン

タ
ー
水
産
研
究
部
長
と
な
り
ま
し

た
伊
藤
龍
星
と
申
し
ま
す
。

　
か
ね
て
か
ら
、
大
分
県
漁
業
協
同

組
合
の
役
職
員
や
組
合
員
の
皆
様

方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
３
カ
月
近
く
経
ち
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
発
生
し
て
２
年
以

上
経
過
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
各
方

面
へ
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
さ
ら
に

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安
に
よ
る

原
油
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
物
資
の

高
騰
な
ど
、
予
期
せ
ぬ
事
柄
が
次
々

に
起
こ
り
ま
す
の
で
、
気
を
抜
け
な

い
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。 就

任
の
ご
挨
拶

大
分
県
農
林
水
産
研
究

　
　
　
指
導
セ
ン
タ
ー

 
　
水
産
研
究
部
長

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
当
水
産
研
究

部
と
し
ま
し
て
は
、
技
術
面
で
大
分

県
の
水
産
業
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

る
よ
う
、
北
部
水
産
グ
ル
ー
プ
と
と

も
に
日
々
、
調
査
・
研
究
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
一
端
を
ご
紹
介
し

ま
す
と
、
昨
年
度
、
歴
史
的
不
漁
と

な
っ
た
モ
ジ
ャ
コ
（
ブ
リ
の
稚
魚
）
漁
で

す
が
、
幸
い
今
年
は
今
の
と
こ
ろ
順

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い

つ
ま
た
不
漁
に
？
の
心
配
が
あ
り
ま

す
。
世
界
的
な
気
候
変
動
へ
の
対
応

や
、
安
定
し
た
周
年
出
荷
の
実
現
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も
、
人
工
種
苗

の
必
要
性
は
今
後
確
実
に
高
ま
り
ま

す
。
早
期
に
人
工
種
苗
の
生
産
技
術

を
確
立
で
き
る
よ
う
研
究
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
生
産
１

位
（
令
和
２
年
）
を
誇
る
養
殖
ヒ
ラ
メ

を
は
じ
め
と
し
た
養
殖
魚
の
疾
病
予

防
や
治
療
法
の
提
案
、
環
境
負
荷
を

軽
減
し
な
が
ら
の
赤
潮
に
強
い
養
殖

振
興
、
新
魚
種
キ
ジ
ハ
タ
の
種
苗
生

産
技
術
開
発
、
ヒ
ジ
キ
ほ
か
海
藻
類

の
増
養
殖
や
磯
焼
け
対
策
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　２３日、県水産会館５階研修室において、第９回大分海区
漁業調整委員会が開催された。
　第１号議案「知事許可漁業の制限措置及び申請期間並びに
許可の有効期間について」に関し、知事は委員会の意見を求
めた。また、第２号議案「別府湾南部海域における「まきえ
船釣り等」の承認について」に関し、規定に基づく承認申請
が委員会宛なされた。

伊

藤

龍

星

よ

り

研

だ

https://www.pref.oita.jp/soshiki/15090/
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金曜日のミックスフライ（税込500円） 火曜日のボラの漬丼（税込322円）

水産庁の関係ホームページはこちらから→ https://www.jfa.maff.go.jp/j/kakou/tekiseika.html

　おさかなランドＯＰＡ店は曜日ごとにテーマを決めた「お買い得商品」
の提供をはじめた。
　火曜日の丼ぶりｄａｙ！金曜日はフライデー！など楽しみなテーマが
並ぶ。水曜日の「朝獲れ新鮮水曜市！」は先行して始まっている人気
のイベント。鶴見市場の新鮮な魚を待っているファンも多い。このほか、
副店長の康史さんのおすすめｄａｙ！や雨の日限定のお買い得商品も
楽しみだ。
　筆者も火曜日の漬丼と金曜日のミックスフライをいただいたが、とても
旨かった。多くの皆さんのご利用をお願いします。

（4）

水産流通適正化法が施行されます！ 適切な対応をお願いします

　「特定水産動植物等の国内流通の適正化等に関する法律」（水産流通適正化法）が本年12月1日に施行されます。
   この法律は、違法に採捕された水産動植物の流通を防止するため、取扱事業者間における情報の伝達並びに取引
記録の作成及び保存等の措置を講ずることにより、特定の水産動植物等の国内流通の適正化等を図り、もって違法な
漁業の抑止及び水産資源の持続的な利用に寄与し、漁業及びその関連産業の健全な発展を目的としています。

おさかなランドＯＰＡ店 「お買い得情報」

https://www.jfa.maff.go.jp/j/kakou/tekiseika.html
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特

　
新
聞
記
事
に
目
を
疑
っ
た
。
佐
伯
の

「
錦
寿
司
」
破
産
、
で
あ
る
。

　
ネ
タ
が
大
き
い
こ
と
で
有
名
で
、
有

名
人
の
来
店
も
多
か
っ
た
。
昔
の
こ
と

だ
が
、
東
京
で
活
躍
し
て
い
た
毒
舌

レ
ポ
ー
タ
ー
（
故
人
）
と
居
合
わ
せ
た

こ
と
が
あ
る
。
静
か
に
楽
し
ん
で
い
た

姿
を
思
い
出
す
。

　
「
大
き
け
り
ゃ
い
い
ん
か
」
と
悪
口

を
言
う
向
き
も
あ
っ
た
が
、
私
は
味

も
好
き
だ
っ
た
。
先
月
号
で
「
竹
寿

司
」
を
紹
介
し
た
際
、
予
約
貸
し
切

り
で
泣
い
た
と
書
い
た
が
、
泣
き
な

が
ら
向
か
っ
た
の
が
こ
こ
「
錦
寿
司
」
。

今
思
え
ば
、
閉
店
の
１
週
間
前
で
、

写
真
は
そ
の
時
の
握
り
。
遺
影
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

次期 大分県農林水産業振興計画の
策定に向けた調査に ご協力下さい。

　現在の「おおいた農林水産業活力創出プラン

２０１５」は、２４年度に最終年度を迎え、２

５年度から新たな計画がスタートする予定で

す。この次期計画は、今後１０年間の水産行政

の方向性を決める非常に重要な計画となりま

す。

　このため県は、漁協組合員の皆さん（特に青

年部や女性部、漁業士など）と漁協職員が感じ

ている課題や将来ビジョンを、広く聞かせて欲

しいとしています。

　調査は、普及員による聴き取りが主体となり

ますので、皆さんのご協力をお願いします。

　「県産魚の日」・・５月は第４金曜日の２７日に「春の旬魚
フェア」を開催。鶴見産のイサキ、赤カマス、エイチガニ
や大分産のカワハギ、マダイなどを販売した。カマスの
炙りの刺身を試食したお客様からは「脂があって旨い！
炙りで初めて食べたけど美味しい！ 毎月楽しみにしいま
す！」等の声もいただいた。 惜別! 錦寿司

（5）

編

集

後

記

　
コ
ロ
ナ
が
初
め
て
報
道
さ
れ
た
時
、

中
国
の
一
部
地
域
と
ク
ル
ー
ズ
船
の

問
題
と
感
じ
た
方
も
多
か
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
瞬
く
間
に
世

界
に
感
染
が
拡
が
り
、
地
球
全
体
の

脅
威
に
な
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

も
し
か
り
。
地
域
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
農
水
産
物
の

供
給
な
ど
を
通
じ
て
世
界
経
済
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
い
ず
れ

の
事
象
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
改
め

て
実
感
さ
せ
た
。

　
当
漁
協
へ
影
響
も
甚
大
だ
。
コ
ロ
ナ

禍
の
長
期
化
に
燃
油
高
騰
が
追
い
打

ち
を
か
け
、
経
済
活
動
が
停
滞
し
厳

し
い
決
算
と
な
っ
た
。
公
認
会
計
士

監
査
へ
の
移
行
を
目
前
に
し
、
４
年
度

計
画
に
は
減
損
処
理
も
提
案
す
る
。

役
職
員
一
丸
と
な
り
、
経
営
改
善
と

事
業
の
活
性
化
に
取
り
組
み
た
い
。

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ


